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1物 質 構 造 論

原 子 物 環 畢,ス ペ ク トル,X譲 零

放 射 論,縞 晶 化學 ・ 立as化 學 等

ムon.Phy8U【,19(1839)・

泌 ・E詠 跡 外 唹 嚇 げ 々 嘱 光 の 駁光(4sg)・

RantR'・,P-Azosyaniwlの 異 方 性 及 等 方 性 融 濠 のX隷

的 及 光 學 的 比 較 瞬 究`571)・.

Reg且erF.,金 屬 に於Nる 環 干箱 合 の熱 的 及 機糠 的 弛緩

の 關 係 に姪 て(sa7).

J.A皿.Gho皿.Soc.,.56(19S9)『

Bai旦arJr.J.c.&《ut聖nRハ 、㌦ 無機 錢 化 合 物 の 立

懺 牝卑 ・〔りDi・thylendiami・ ㏄・㎞1・i・u・mpoandに

現 れ る¥¥`eldto.鵜 位(779)・ 、

」.伽 皿.Phy6.,2(ls54)・

PierceW,C.,鼠 態 ペ ンゼ ン誘 導體 のX線 廻 折(1)・

q,・ss.ILc,.&且)・ni・1・E・ 亦 外吸 物 搬 に及 ぼ す他

の 魚 骸 の彰 響(6>

SeitzF.&S・che「man畆 原 子配 列 の 封 購 釈 態1二就 て

(】1),

vanVl .eckJ・H・,CHi及 び それ に 闢聯 せ る分 子 の 構.

遭 論 に就 τ 〔[〕(20)・
り

丼eu置㎜E,W.,K～Ot及 び 三 個 の 電 子 に よ る源 子 結 倉

(:Sl)・

kchariasenW,H.&1ttmne}'K.C.L.次 亞 燐 酸 ア

ム モ昌 ウ 亠の艤 晶格 子 よ り決 定 され た る次 亞 燐 酸 鹽

類 の 構 準(糾)・ .

1.lerif。ldK.F.&Gocppert・M・yer}1・,集 合状 態 に就 て

(38)・.

IluUumot{)Y・.供 素 ハ 卩 ゲ ン問 の績 合 ユ ネル ギー とハ

・ ゲ.・アn■Pl:uaす 紛 子 構 造(46)・

(一"⊂bcklerG.&Martin1:.、Vり 勵 叢呈水 銀 原 子 と メ クン分'

子 とよ り生 成 せ る.騨ヒ子 化分 子(46>

GlecklerG.&xvienerB.,フ ラ ン及 び フル7ロ ー ルの

ラマ ン效 果({7)・

RiUen6cry.ID.,lileaknevW・ 掩UrcyII・C・ ・.气 種 の 水

素 間 の 雫 衛(i8)・,

IlartisL・&hiogG・¥V.,moo,P,cG"N望04 .の 赤 外 吸 牧

ス ペ ク トル(51).「

嶺EU面 旧}、s.S'1'ayl・r.N.W.,MnO,]fns,Fd,・

F鄭D弔 の 結 晶 構 造 と100'一200。,:闘 に 於 け る 異 状

膨 服(58)・

}'inkC.G.,UreaiLCSLakeD.B.,金 艢 に 對 す る

水 素 の 漏 散;水 素 同 位 元 素 の 分 別(iw)・

1100tH・.水 素 同 位 元 素 の 分 別(HNi).

%achariasi即W.H.脚Trithimiotegroup(5306)一2め 構 造

に 就 で(】09)・

)furryJ,w.&AndrewsL.u・ ・環 状 化 合 髄 の ラ_rン

ス;,ト ル 〔量〕 ペ ン ゼ ンの 多 置 換se(,:,).

Yo5Uj.11.&SherbaneJ.li..AsFゴ の ラ マ ン ス ペ ク

トル と^sFi,AsCla,IChの 分 子 構 津(125)・

BadgerR..,..原 子 の 距 薙 と.篇 合 力 恒 數 との 闘 係(128)・

ROSS沁iF。Dリ メ タ ン,sタ ン,aタ ノ ー ル,エ タ

ノ ー ル1辷 於 け る 原 子 結 合 の エ ネ ル ギ ー(us)・

yuuonP.P,&¥fayc[J.r:.,電 チ 親 和 力 の 直 接 測 定

(145)・

IsuntanX、ILr'.::¥WrtacJ・w.,四 メ チ ル 錯 の ラ マ

ン ス パ2ク ト丿レ(里46)・

SlewartG.W・.1,iCIの 正 ア ル コ 卩 ル 溶 液 の 構 造 に 就

て(1釘)・

"'ardIL..h.鈩 夜皇農73enzene,Cyclohe.ane及 び そ の}昆

合 物 の 構 纏 のX線 的 研 究(la.)・

1.tle…ckW,縢,ハ ロYン 化 ア ム モ 昌 ウ ム の 格 子 ニ ネ ル

ギ ー と ア ム モ ニ ア の プ 卩 ト ン親 和 力.(160)・

A'cscWm.&Arthnr亅1.,非 電 離 溶 煤 に 於 け.るHCIの

ラ マ ン ス ペ ク トル('Lla)・

」.Phpe。Chem・,38(1939)・

Gr【鵬 じ 八.V・,放 射 性 元 素 の ア ク チ 昌 ウ ム列 の 起 娵 に

就 τ 〔1〕(38i)・

畳We蝕rILll.&MilligaoW.{:D.,含 水 酸 化 物 のX線

的 研 究(ssq・

一(文 献 集)一 ・
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～.1^_繭_κ'声

1:n「㎞ ヒovl・D・ ・.12nと メ ソ'.Thの 高 濃 度=〔D其 等 の

移 動 の 性 駿 と規 則 性 に 就 て(b31)・

皿ona飴h.Chem.,sa(1935)・

MoレH.1LPatatF'..質 量2の 水 素 の*n卜 及 び パ ラ

駿 態 に 繊 て.3H=の 廻 轄 比 熟 の 温 度 に よ る 経 過(1了)・

Phil.Mag.,17(G)(1934)

Lav町 ヲR・ri・ 畿E了 ・!RSE.∫ ・,絮 外
.λベ ク ト ル 部 に 於

4)る 有 機 液 體 の 磁 光 的 分 散 〔、圏〕(:.;,)・

J.nkinsR・Q・ ・ グ ラ7ア イ ト と炭 素 表 面 に 闘 す 弓電 子

硝 折 の 責 驗(45i')・

1:uneJ.,紫 外 糠 にrr〈る(為 蒸 氣 の 電 雇(483)・

nattaS.,強 磁 性 の 研 究 〔1〕 纎 族 の 強 磁 佐 イ オ ン の

軌 道 磁 氣 能 率 の 淌 失 機 構 に 於 て(585).

"f
rnrnsendJ・S.・Heに 於Hる 衝 突 電 離(sa)・

11'alkeil・ ∫・.ikuton及 崩 境(7」 卜;り・

Phye.flev.,45(1934)

Fungr..W・&lin▼kerE・F.,iｰryの 赤 外 吸 收 λ ペ ク

トル(3'IA).

IRN'IS`、 臥N。&Stanley、1門 高 逋.度7,ロ トン 」こよ る

IMutonの 崩 墺 と そ の 不 安 牢 性('Gf2).

AdelA.&13arkerE.F'.,3#Ak分 子--C]の 振 動 エ ネ

丿レ¥一 水 雖 系(277)・

Rleal:ney .W。 旋`.MuldA.」..重 木 中 に 於 け るpi及 び

0IB .の 瀘 度(?RI)・

Smythe、V・F.,酸 素 同f立 元 素 の 比 に 就 τ(291り ・

¥[ucllee.G・ ∫・・Wよ りの 陽 イ
.オ7の 初 速 度 の 分 布(11d)・

NamesR.H・ ・M』 翠 ぴNP・ の 廻 轗 ス ペ ク ト ル(:547)・

'Yarran .,..G.,合 金 對 陰 櫛 よ りのXス ペ ク ト'L線 の 幅

(36{)・

芸w・ 。d.r. ・w"重 い 水 の ラ マ ン ス ペ ク トル(392>

DiekeG・H・xRlueR.¥C..NH及 びdoの111一 ・1△

轡(395)・

JoRaJ..Vaの 原 「「該.ス ビ ン(aea).

¥¥'illiamsR.C&Gibb,R.C..1睚 及 び1嗜 の 徴

細 構 造 分 析(47の ・

JeppeseoC・.R・,H」H'A子 の 杼 紫 外 籔 光 帶 ス ペ ク トル

(48Q>

CraneH.R.,lauri[senC..C.&SoltanA・ ・ 巾 性 于 の

人 工 的 生 成(507)・

Rosentha]i..鳳 四 醐 的 五 原 粉 干 の 鋤 江 雌

エ ネ.ル ギ ーil・ 運 勸 エ ネ ル ギ ー 及 び 振 動 數(538).,

献 集14
'一"声 〃Arい ヘへA　 "厂 一

Rus6kovitch,A・V・,a.,,型 の 非 直 線 的 竃原 子分 子 の 項

の 構 造(545)・.

Physik,Z。,35(1934)・

pllcrLcin('.,..ン ゾ ール誘 導 艘 の ケ ル效 果(Y49j'

1{irclmerl'・u・¥carrlll・9高 速 度 ・:フ'ロトンの 衝睾 に よ

るr..及 び1聖 の 破 片 の到 程(2魁>

Sow.Phps.,s(is3a).

KDm囘dn・0L・ 歪 をXけ た る累一 結 贔 の 恢 復 に於 け

る性 質 の 變 化(ass)・

K岨5dm且nwi・.自 然 的 配 方領 域 に 於 け る ロ シ エル唖.

(son).

B1㏄b董nzcwD・,結 晶 格 于 内の 電 子移 動 の理uζ}=1「 り・

NeujminH・ ・ ハ ロ 屮 ン化TIの 蒸 氣 に於hるTIス ペ

ク トルの 光 勵 起 に就 τ(::i9).

/:nM-1:yW・S・ 顴黄 色Flgl.の 縞 晶 組織(fi').

Tran8・Farad●SOo・,30(isaa)・

tingdens・ ・遊離 墓 の 磁 性(1S)・

匸n61,nC.K.,彳 「機 遊 離 基 の安 定 度の原 因 に開 す る 代

學 設 と物 堙 訛 とのsera(u^_).

Fn`耀(二P・ 起A恥oppC・}3・ ・ 多源 子分 子の 電 子 水 準

LC=C二 重 絡 合 の 二 三 の水 準`93〕 ・

¥feckeR...遊 躍 基 と分 光 學(200)・も
Z.anorg.Chem.,217(1934)・

EbertF.乢F歴chH.,鞆 化 合 物 形 式 のX織 的 決 定 〔1〕

、V.酸{ヒ 合 物,、V4011と 、V90盟(:,,,)・'・

¥cuburger.r.Cり β一Wの 格 于 恆 數 の 情 密 測 定(154)・

Z.ElektrocDeロ 。,40(1930)・

91,acUt=■,恥r(1)一totcapy【i【lind'[1コ 曙亘団idの 立 體 化 學

(1.25)・

z.Phiaik,ae<sx).

WeizeLW・ ・水 蒸 氣 の 廻 慱 振 動 ス ペ ク トル に 就 τ(2!4)・

KnPPr.,.自 由 原 子 に 於 け る電 子 の 分 極(242)・

JngersbergerA.u.SchinidF.,銀 薄 膜 の 光 透 過 度 の 自

然 的 變 化(ｰ_6u)."

1'ietzekerA..磁 光 的 ヶ ル 效 果 に 繋 す る 實 驗 的 寄 與

(:3工1)。・

[「e冠e5y,;'『'u・Fae蚓e「 ん ・ 混 合 物 に 對 す る 陰 櫛 線 .

の 作HU一;xて(s.3c)・

Ilertleinll.1'..昌 ト ロ ベ ン ゾ ー ル の ラ ・≠ ン效 果(ld・1).

一(文 献 集)一 一
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Z.phyeik.Chem..【A】,.1駆(1939)・

ScLnming,.,二 三 の3>fii族 化A物 の 紮外 吸44x一.r

トル 〔1〕(81)・

Z・phyeik.Ohem。[B】,25(1934>

ScLeibe_G.uLGrieneisenFL.炭 素 化 合 物 のSchum>nn

紫 外 の 吸 收 に 就 て(52)・

CarrE.1いLStucklenH.,炭 化 水 素 化 合 物 のSchu'

mann紫 外 の喙 聖 ス ベ ク トル(57)・

*5nmlmfnA・ ・IMO・5【iWcnの 光 化學 的 輔 位 に就 τ(90) 、

Cunrul-1Sillm重hIL・'く ンゼ ン置換 體 の吸 收 λペ ク トル

〔N〕・'叩 ゲ ン化 トル エ ン並 び に帶 スペ ク
.ト畷 位

.と双撮 干 能 斈 との 開 係111;9)・

RillrothH.C.,ベ ンゼ ン置換 體 の吸 牧 ス ペ ク トル〔V〕.

ハ 卩 ゲ ン化Jレ ン(21マ) ・

化學熱力學,熱 化學

Ber.Dtah.chem.dea.s7ps34)一

B㏄kerG,.1LRothW.'、 ・、二 三 の 環 胱 炭 化 永 素 の 燃 燒

熱(VII),

J・Am`.Chem.Soc.,56(1939)。

ILamedH・s・&IlecAerJ・c・.電 動 力 測 定 よnぜ る

N%S儀 水 溶 液 の 無 力 學(GuO)・

Ander5【m℃ ・T㌔,延 温 に 於 け るM9,7n,Pb,n[n及1+c

の 炭 酸 鹽 の 熱 容 丘(son)・

Ah【1町gJ・li.fiLatin】eτW・M・,.15。;on=[く に 於

け るKB蝋 ・K「`}2の 熱 容 量 及 エ ン トロ ピ ー.Bへ 一.

1`)Mー の エ ン トPピ ー(SSf).

」こChem.Phy8。,2(1白54)・

GurdnnA.R.,多 原 了分 于 の 分 光 學 的 倣 値 よ3熱 力 學

的 吸 誉 の 計 算 ♪ 水 蒸 氣 の 自 由 呂 ネ ル ギ ー,ニ ン ト ロ

ビ ー 及 熟 露 量(66).

Lalimer¥¥'.]1.,ScLulzP.11".RHickJr.J.F.G.,

水 溶 液 イ 才 ン のx,卜.vピ ー に 關 す る 線 括(SA_)・

」・Phye・Ghem・,39'(]939〕 ・

Kδr,igF`0.,elcctrocapiI㎏rycurveの 熱 力 學 〔1〕 成

分 に よ.るelatraapillarpCUf¥'Cの 變 化(::,;A).

Phi].Mag.,17(9)(1934).

Sloph切5 .R・W・IS.・ 液 骼L比 熱 の 測 定 に 就 τ(297),

Ph,8.Re▼ 。.45(1939)・

R・」d川ck.」
.・R・&(.〕nlerbee.,.・ 耳9五 斯 の 熱 力 學 的 性

質(;j;jn)・

Eec.丁 囲」v・レ53.(1934)・

J㎎ τF.M・&rt・eenlwhmE・ ・ 高 溝 に於 け る金 鷹 の

比 熱 の 傭 密 測 定 〔V〕Beの 比 熟 と熱 的 ヒス テ レ シス

(451).

Z.anorg.Chem.,YI7(1934).

Rnfl`),eliretscLni【1じrO.、:No【lt及tic;よnrs:ら オ1

る炭 素 弗 化 物 混 合 物 の 組 成 及 生 成 熱(及C'FaとSiC

の 生 成 熱)(19)・

Samuer
、R・,Sicの 生 成 黙 及Siloricon(SiCrd])の 存

在 に 對 す る 問 題(]u7)・

2.phyeik.Chem.[B],2s(isaa).

Cτ鼠e5cロS・ ロ・Si皿nnF'.,低 潰 に 於 け る13e,Gご 及

1∬ の 比 熱(273).

性 質 論

粘度,表面張力,旋光度,分孑屈拡 磁無的性質

透葷恒臨 双極干能牽,分子容等

A皿.Phy8餓 【,且9(1939)・

Ilcpmanll・,高 周 波 に よ る電 解 質 溶 液 の透 電 恒 數 の 測

定(css)・

uyH・ 監1・¥¥`ingcheeu.・・發 色 團 の 相 互 的 影響(:,o,).

」.Ohom.Soc.,(1934).

Fwdn.㌦ 物 理 的性 質 と化 學 的 博遙 〔1)n一 二鹽

暑鰍 及 置換 マ ・ ン酸 工 λテ ル(糊).

llmdR)rdI`.W.&}'inchG。1..ArcedG顛 雌 の 二 邑 の

住 質1(360>

J.∠Lエロ,CheIn●Soc,,56(19541.

FortiesG・S,&日kin5H・B.,水 溶 液 中の 鹽 と イ オ ン

の 紫 外 に於Hる 分 子腐 折 と分 子分 散(sink.

¥¥'ymanJr・ ∫・ 宥 極性 溶 液 の透 電 恒 駛(536}.

tihenllM・L,S皿;mM甼 £.&「1砺om罫 旧mD.D, ,n.

ペ ン タ ン及1鹽・ヘ ツ プAン の誘 導 懺 〔璽〕』Promcelhnay

及2臭{ヒ 透 導膣 の 翼粟柄…子能 崋(611). 、

Johnsmnri・L・&Weinux}L1ミ ・・ 沸點 と室 温 間 に 於

け るNOとR2(.,の 低壓 状 態 敢威(8?:i),

Rodden .C.丿 ・ 二 三 の 稀 土 魚 艀 の張 磁 性(1i99).

一(文 獄 集)一
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Lnwrentc.R・W.,水 溶 液 に 於 け る・Uイ オ ン の 受 磁 寧

(776).

Cohni3・J.,Mc.:¥lmkiパ11・ .1.・,F,dsdlJ・..P・&■tlnn・

cLanlM.1.L、 ア ミ ノ酸,Peptides及 其 れ に 關 聯 せ る

物 質 の 物 理E的 研 禿 〔D見 か げ 上 の 分.子 客 及 溶

楳 の1・:1【lc忙ros頃ction(784>,
噛1

R-e・zkrlf.H.RAU…IR・P..ア セ チ レ ン耗 合物 の透

電 的 性 質 〔1〕 對 稽2ア ル キル ー ア セ チ レ ン(8δ8)・

LJ・ σhe皿 ・Phyeik.・2(1939)・

Fごr騨mA.L.,}!alone∫.G.&CaseLgず)..遲 電 恒 数

の 研 究 〔Dゼ ラ チ ン水 溶 液(sa)・

ShLnne¥1.C:.'F・rgu%nnA .L.,透 電 恒 數 の 研n〔 π 〕

二 三 の 無 機 化 合 物 の 能 華(瓣)・

CristR・1.1・ ・DlurphyG・II.&・U冨 呼n.C.,水 の 同 位

元 素 分 析 に 對 す るFFY'otG)利 用(11?)・

G「oss .1層・&Iialpem〔}・ ・透 電 恒 販 の 小 な る 媒 質 に 於 け.

る電 解 質 に 就 て(1S4).

」・Phコ8・Chm.,38(193の ・

SmesringenL&HttkI..ii..異 常.粘度 を有 す る二 成分

混 合液 の 粘 度 に 及 ほ凾す 湿 度 の 鬱 響(卸 δ冫

Monateh.Chem.,64(1834).

6u[zelniGGA・ 一 機 械 的 處理1二 よ る7.nqの 二 三 の 性 質

の變 化 に就 マ(6り..

K嘘dロfg9A・ ・ 液 懺 空 魚 の 温 度 に於 け る%M)の 賛 光

に就 て(i4)・

Phj]● 】医ag・,17〔6〕(1A39)・

RlairS・6・"㌔&ScholIekLR・ .h.,低 邃 度 勾配 に於 け

る張LiCI溶 液 の 蛄 度 の 不變 性(335)・

Andradeit...¥,d二C・ ・液體 の粘 度 の理 筥 〔i〕(497)・

加drader;・¥,d窪C"液 餒 の 桔度 の理 諭 〔璽〕(ligB) .

¥¥'e[oτのA・sBauAixch,(㍉.Y水 化 駿 化鐡 の 脱 水 に侠

つ て 得 られ た酸 化 物 の 強 磁 性(i:ial)..

1;arcrjecS・S・ ・L巴akyCoロdq脳grを 有 す る蝦 動 岡 路 の

共 鳴 振 動 及電 離 氣雌 の透 電恒 駁 の 枳1定 に對 す る關 係

(spa♪.'

】Phy8ij【・z,.35(1934').

ArkelA・E;vanu,SπDεk.∫L・ ・宥 極 物 質 の 溶 液{こ對

す る對 應状 態 の 法則(i87)・ ・

vncek丿 ・L・・宥 極 液儘 の 透 電 恒 數 の測 定.(196).

Reo.Trav.,55』(1934)・

Nienwψ ㎎.C・ 」・4・ClilumcasH,TL、.趨 臨 界 蒸

魚 に 於 け るSiO.の 揮 麌 度 に 就 て .∫呉76)・

Sow.Phys.,s<iasa).

1.【ochb鱈㎎B・ ・碗 石 の 結 品 に 於 け る電 氣 簿 導 度 と高 葷 壓

分 極 の 研究 〔層〕(2尉)・

80n「sd卜hrロe躬itsthA・M・ 乢II㏄hber窪B∵ 確 召 の結1吊

に於 け る高 電 壓 分極 の 研 究 〔m〕(271)・

Tinns.Farad.Soc。,30(1934冫.

Sib祀e∫ ・0・!氣 泡 の 粘 度(:S26).'

FatkasL産SachseeK.,.B.Hsの 磁 性 に 就 て(&41).

Z・anorg.Chem.,217(1939)・

TihnrgavaL・N・U・P鯨aschS.,不 溶 性 無 定 形 物 質 の

層磁 性 的 研 究 〔1〕 種 々 な る 餓 靂 の 受 磁 攀 〔27)
・

¥1411erA.u,Genf.均 一 酸 の 椿 造 及 溶 媒 に よ る 酸 性 度

の 彰 響 に 就 τ(11:.}冫.

2。Phpsil【.,88(1939)一

K測W・ 匹RoumaP・T・ ・電 粤 に於 け る宥 方性 澁 體(液

品)〔 凹〕(ifi:り

Z.phyeik.Chem.,(AJtsaUsaa}

(:ohcnE.9.八4dio翫E。"㌔n..ピ ク ノ メ ー ター に よ る

周 體 の比 重決 定 に於Nる 炎 暉 張力 の 戒 要性(202♪.

Z.phyeik.Chem。.〔B〕,25(1834)・

N架eIK・ 震,二11':gmerC.,('ull二 於 け る1・欲10司 駲n鐙cr・

scheinungの 研 究(71).

N螂 畢囎 ㎝E・ ・ペ ン・サ ン分 子 に於 け る感 睡 分 様(15り.

w巳11鯉9黼 購 灘 唹 セ夛るハ ・ ゲ ・ 付 ・の屈

折 と吸 收 との 闕 係 に就 て(it).

fkicglcL・G・u・Kauilxit>∫ ・・分子 化 合 物 に於 け る感 感 ・

分 鐸(熔 融 ナ7Rリ ンの 双極 子 髭 奪 測 定).(251)・

電 氣 化 雛

J.Chem,Soc.,(ls3a).

Mo「lonC・ ・硝 子電 極 の電 動 力 的 擧動 に對 す る電 氣 灘 洩

の影 響(?CO)・

J,Am.Chem」Soo.,56(1959)・

C!'.}aprefhnaifeI,.Ayr.,3ierV.F.&itarkxla(leJ、,

TlらH望 丁1Cl(m)/n,ci{5)・Ag(s)な る電 池 の電 動 力

測 定1二 よる"11CIの 福 薄 溶 液 の熱 力 學 的研 究(544)・

一(丈:献 .集)r
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Jon6G・&]3ickFrdC・ 濃 度.を函 数 ・とゼ る水 溶 液 の電

氣 鮮導 度.〔1)KBr及 鹽 化 ラ ン タ ン(sos)・

1㌃⊂・wnA.s、,稀 薄 溶 液 用AgCl電 極 の 一新 型(6{6}・

」。.Chem●Phys●,.2〈isx)・

Gr螂P・,cdolpem`し.硝 子電 極 め 理a(1;㌃6)・

1艶UR・P・ ・同 位 元 素 の 電 解 に よ る分 離 の 理 論 く1倒)・

J.Phys:Chem.,38(1839)

hullH.亅i...Ellefson】LS.黄TaplnrN,W.,電 氣蓮 動

電 位 と浮游 撰 毓(40!)・

`旨闘黯cnheimE・A・&翫1塾 董ndler'Ln・ 電 池 め液 一液 接

紙 面 の 研 究 〔V〕.7k素 イオ ン瀘 度 測 定 の 標 準 と燐 酸

の第 二 次電 離恒 數(aニ)・

Phi]。Mag,,■7〔6」(1939〕 ・

13annjiD.箪 .lthaicacharpaD"高 川波 放 電 に侠 る元 素

の沈 積(Rla).

Phyeik.Z.,35(1934).

Luvt≡ 髯A.u.ReinsM.,L諏 箪Lm匹smter5¢h配i国ngcn及 び

1こlektrnp60tophorexに 對'3る イ オ ン 説 的 読 明(.ao)・

SilteK・ ・上 紀 治 女 に 對 す る 考 察(`145)・

Sow.Phys,,.5(1934).

DanilenknA.La.TuL㏄hk¢wibchB・ ム!・・亞 酸 化 銅 絶

線 屠 光 電 池 に於 け るX繍 に 基 く光 效 果(gsn)・

Tram.Fa皿{[..Soc.,50.(f939>

H町verアE.A.,Howit亀H・f)&PrideanxE・B・R・ ・ イ

ン シ ユ リ ン の 竃 氣 化 學 的 性 質(407).

Z,anorg.Chem.,217(1934).

HblemannH.,Reの 化 學 及 電 氣 化 學 へ の寄 典 〔匸〕

SnC!,に よ る過 レ 昌「ウム酸 鯲 め 邇 元 及7頂 のr.P.の

電 位 差 言t監二よる決 定 法(且05)-

Z.Elektrochem.,ao(is3a).

.1:arschulinM・ ・ク 目.ム硫酸 溶 雌 に於 り るFじ の遍 期 的

電 屋 變 動 に就 τ(lid).

D「圃 鳳chP.,熔 融 麹 電 解 のw(180).

Z.Phyeik,,eagasa).

JlittmannA.,セ レ昌 ウム光 電 池 の温 度 に よ る影 響 に

就 て(36り ・

0
。phコ 騨ik・Che顰n・ 〔A〕,168(19δ4)・

R'ertppnrocLE,u・Altm:umIl・ ・非 水 溶 液 に 於 け る.,.;・

.Sn及 びSi .の 四 鹽 化 物 の 簿 導 度(り ・

Nert}pornchE・u・Adamus1監 ・・非 水 溶 液 に 於 け ・る 臭 化

ア ル …昌 ウ 亠 の 傳 導 度(:;)・

tiamarcevA・.G・ ・ 電 解 に於 け るKonzenlrili`mspulari・

cationの 光 學 的 研 究 法(45).

Wa1・ieη1㌧ 悶・】Sirt同 」 ・・變 既叩霊 解 質.{1〕.'1'riarylami.

nium及 び'fclranryllrpdruzinium化 合 物 の 電 解 質 と

し て の 性 質(10i).

NcrtypornchE・u・tiilberB・1A1の 臭 化 物 及 び 鞭 化 物

の 非 水 瀞 液 に 於 好 る 傅 導 度(124)・

1・ange∫ ・1溶 解.イ オ ン の 物 理 的 特 性(,,;)・

衡 論

化學準衡,相 律(状 態圏)

澄液言倉(蒸 黒壓)

Ber.】Dtsc6謄ohe皿1.〔}e3●67(1934)曾

F巳mkH.、Siの 弗 化 水 素 酸 へ の 溶 解 度 に 就 τ(464)・

7.Chem.Soc.,(1934).

】ayboumK・ ・M3己 縛nW・ .』LSFreemanD.・ 液 相 糠

と固 枹線 の 研 究.〔N〕(1:19).

PmderickJ.,DippyJ.&Ni【liamsF'・R・ ・一 カ ル ボ キ

シル酸 の 化 學 構 造 の 解 攀 恒 數 〔1〕 アエ 昌 ル醋 酸 の

二 三 置 引奐體(161)・

JeBery趣VnGe」A・ 」・・有機 酸 め解 離 恒 鍛 〔礪 〕7工 昌

ル酪 酸 に就 て(166)・

Ridg画 亅.M,&即 ・yH・L,鹽 類 溶 液へ の酸 化銅 の

渚 解 度(186)・ ・

¥tadarlaueｫ一.&1VrightR"氣 體 へ の 蒸 氣 の 溶解 壌

(.o.)・

G1躑H.Ai.,¥fadgiooW.》1,SHunterF.,Aclirity.1こ

て表 した る梺 衛恒 鼓(Cryascopicj.〔.直 〕QuinolioO・

Chlmophenoxideの ペ ンゼ ン及'ご ラニ 鹽 化 ペ ンゼ ン

に於 け る解 離(^_80)・

McL畷 皿A・ ・:.溶喋 作 用 の 研 究 〔田 〕0一¥itro一4-

Dinitra及p-lvitm-benzoicAtidの 旋 光 度 の溶 媒 ・

濃 度,温 度及 光 の 波 艮 に よ る影 響(351).

∫.Am,Che血.Soo.,56(]934)・

KrausC.A.&¥'iogeeR・A..電 解 質 溶 液 の性 質 〔x〕

無極 性 潮 媒 に於 け る電 解 質溶 液の 氷 點(sit)・

.FauliJτ.J..H,.ハ ロゲ ン間 の化 合 物=.㌶ ハ 卩〆 ン化

物 の 解 離,醸 性 溶 液 に於 け る解離,加 水 分解,分 配

牢(522)・

一(丈 .献 集)一 ・
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Daln)anI..H.,.尿 素 と酸 の 二 元 系=1・ 尿 素 一H醤03-

1[c,2・lL尿 素 一H罫.㌧ 一Iln(.)・111・ 尿 素 一 薩 酸 一IL!e

(549)・

Kl囑 【er.1.J.S.;・ ・&Bal・ ・n正幽.A■、eO一:t)c。1;於 け る

KI一1n)lt-E・ft{)の 三 元 系.(591).

　

AkerlbfC;.&Thetnas1.1,C"漉 厚 溶 液 に 於 け る張 電 解

質 の 溶 解 度 の 研 究(・59:;)・

C]attssenW・.H・,F』 の 燕 氣 壓(614)・

Ve5perH.G.&Rりllefsun.G.KvC」 十BrE;:r2UrCL

の 季 衡(620).

E;chelbergerlV・ .C・,無 水 醋 酸 に 於 け る 氷 黏 降 下 法 的 研

究(799)・

s¢atchardG・ ・1]rcntiss.S..&JenesP.T・ ・.,k量 容液 の

.氷鮎 〔V〕K・Nn・L童 の 鹽 素 酸 丁遘 驢 素 酸 穰(SO5)・

ScatchardC:..&1神tisS.S,17]g溶 液 の 氷 點 〔rv〕Na・

ljの 蟻 酸 嘘 及 醋 酸 鹽(SO7)・

NVindsnr]r・M・&』BlancliaTdド 、・A・,Cr(C〔))6の 薀 氣

壓 と分 于 量(823).

}lill・・」・・F・W.&Di巳 巳tna・Jl.R.,水 に 於ldる 麟 の

溶 解 度,.尿 素 の 熔 融 無(84B)・

s・h・mbw.C.&Bi・kf・rclF・A.,Si昼.B・ 、 の …鰓 壓

(s52).

H:merW・ 丿・・ 電 動 力 測 定 か ら 見 た るIIS蟻 一 の 電 離

恒 數 と、瞳離 熱(S60).

GitmonR・E・ 低 壓 に 於 け る 數 儀 よ り高 壓 に 於 け る 二

とミの 騨 類 の 溶 解 度 の 翫 算.(8e5).

1"ooteH.SV.beFltische【 」・・SO2と 二 三 の 宥 機 化 合 物

よ りな る 系 の 甼 簑「(87`〕)・

"rcbbT.j.&1.indsleyC.II・,の 二 三 脂 肪 属 ア ル キ ル

の 永點 降 下 法 的 研 究(87{),

」・Che血.Phy6.,2(墨939)・

=ElbeG .von.、 耶 一 正 ア ル コー ル と正 パ ラ フ イ γ系炭

化 ホ素 との混 合物 の 内部 李 斯 と蒸 氣 分 壓(73).

1[alpernO・1電 解 質 埋 論 の統 計 力學 的 根 榛 に就 て(85) .

liingham腸Gx$tevens∫r・W.IL.低 度 の重 合 に よ

る不 活燗三な る:■政フ}こ(1`,7).

1{ay'eWm.A.P晦G.S.,二 三 の 水 溶 液 と乍 衛 に

あ3.蟻 酸 ・.醂 酸 の 分 蹤 及 びLfDモ ル濃 度 に於 け る

騨i・lm。1alfree・ ・世・gy(141冫 ・

且.lalpernく.)・.緯.Ur(馮51㌧・葺塗電1亘数 の小 な.る媒 質 に欲ノけ

る イ才iQ子 間 の 続 計 力 學 的 相互 作 用 に.就て(亅84ン

J.Phps.Chem.,38(1934).

C"rlper1乙;・A・ ポ 「readgoldni・ ・ 蛋 白xへ の イi炭 酸 の 溶

解(259)・ 馳

(a【ckoりr.r.9r・,# .kiこ 見 掛 の 分 子 容 を 考 慮 し て,濃

度 を 函 數 とせ る 溶 質 の 分 チ 配 量 の 計 算(:u)7)・

UilｻunR・ 鳳.水 濳 液 の 成 分 の 分 容 の 罰・算 に 就 でAsia) ,

Phy8ik・.Z・35(1939)・.

swTyAり 超 音 波 の 解 台作 用 の 蛻 明 に對 す る10宣 恥i・

崖訊15庚・Iimm山ng(YU.1)・

Rec.Trav.53(1934).,

65rs,'1'.u.u.SchcBerF・E・C・ ・三 元 系 に 對 す る 知 見

〔ro〕(27臼)・

Po5【hurou,琴 一V担'lIlofl,LeChaterier-Gram法 則

の 化 學 挙 輿fへ の 應 川 〔7〕(:ios)

lir8nstcdJ.r.溶 解 度 と邂 融 跳 間 の 關 係 に 就 て(4A_1)・

Vongdr..H.r.M.,溶 解 度 と逆 融 黠 間 の 關 係 に 就 て=

1臆 凶ed氏 に 答 ム(425)・ ・

NijaeldW・ 」・・ 尿 素 と ニ フ=__w一 ・ア ミ ン系 の 熔 融

圃(d:10}・

1:0rvcrreFr1,A.1・L.cSヨ ーCCra.系(464).

Tran6.Farad.Sod,,50(1954)・

B「oughttmG・ ・ 二 三 の 躡 肪 屬 酸 の 見 掛 上 の 分 子 會.合

(367)凾.凾.

Z・anerg.Chem.,217(1954)・

丿anderW・ 乢SenfII・,熔 融 状 雫 衛Fv{.,+Ni→Ni`,+　
Feに 對 す るSヨ0雪 添 加 の 影 響.〔冨〕嬬 融 状 態 の 金鯔,

硫 化 物,珪 酸 鹽 の}F衛 に 就 て(48),

1tenrathA・ ロ・BlankenstcinA・ ・蓉 類 に 於 け る混 品 に.就

τ(】7U)・

GliosliJ・Cりc:hakaτavtirtyK・ .NL&BakshiJ.B.,助 觸

』せ るNi雕 を 使 用 す る時 賊 立t'
6rpurcO÷ll、c

=CO・+H・ 零2CO+2H・ ご 〔:O・+CH・ ・C叫3}「 ・コ

Ctl4+H・OICI)・+4H・=CH、+咄q卿 龍 拗

同 時 的 決 定(277).

Schwaτ ムR血.Etstn'erG...G巳 の.化學 に對 す る寄 與 〔餌)

Ge。Cuの 歌態 圖(289)・,

Z.Elektrothem.,4aO934).

CrulxG・u・IG,ro6akR。 ・M9・Sb系 の 状 態 圏(1{巳 り,

B・rnhak且 ～・・G・ ・b・GullI・h・ 、L・・二 元 合 金 の 電 氣 慱

導 度 と状 態 圏 〔x〕Ng-Hi系(iaa)・

幽

●
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Ba叮E・.・ ・]llumer$.,ア ル.ミニ.ρ ム→ 銭化 アtiニ

ウ ムー ア ル ミ.昌.ウム?カrパ イ ド系 に於 け る熔 融 曲

面 に就 て(1δ4)・

GNP.G:,:;元 合 金 の電 氣 傳導 度 と.朕態 圃cu〕Li'

M9系.(ieo;)・

ISaur慰.,.電 解 蜘 滅感 現 象 に.就て(玉S4)・

Z.phyeik.Chem.〔A〕,188(1934)・

Bi山or監,vshソGリ ィ.オンφ溶 媒 化合.と.その 決 定(1143)・

UlichH・,イ オ ンの 溶媒 化 合 と その決 定(】U>

Co6enE.u.O.ddinkV,¥C.H..Eawtiolrop53Lf3

]lonohopyに よ る元 素 及び.化 合 物め 準 安 定 性(188).

界 面 化 剄 ・

'

觸 媒 雪 吸 管.肆 質

Ah皿.Physik,19(]939)・

5teinlmilAゆ 空 無 酸 化 に よ る 金 固 喪 面 薄 膜 の 構 造 と,i:

長(摘)・

llab如nF:.,固rの 接 觸 詔 に 於 け る 吸 管 と撰 妝(5り 亅)・

7.Chem,Soc.,(is3n).

4拙r¢nし(㍉ 活 性 炭 〔 翼〕r面 の 憐 遶 と7kの 活 性 托 吸

着. .('IUI)・

.」.Am.Chem。Soc.,56(1934)・

幽 牌 んF.&B・UR・.T・ ㎏ 觸 媒 臨二よ る 【:0の

薩 化(501)・

D餓 奪・1..C.Slienron:¥.1+.・(,,.で 被 概 せ る 及 撚 【

せ ざ るA9表.面 に.よ るG{㌧ とir.の 吸 膂(i〔 レ6)・

CwGdgcA・Sり 高 理墜臨二於 け る 吸 管 〔1〕(5Sり 。

cα 滋dge:,. .5.虚FonnwalliLJ・ ・ 高 歴 に 於 け と 吸 着

CIJ(561).

・T映rlI,:
.S,3'Sln・ 竃1馳・・.c・.u..ii.のLzロ 【〕・亜 ク 卩

ム 酸 重 錯 盈'LoU_dlりq3.に よ.る 吸 着(認6)・

曇B鱈e』eR .A,&¥1'ildnevr,.・ 」・C{,のC監 匚に よ る吸

着 熱(B4.1)・

写on77mmnsA.W.&WickL。nF,C叩L[・UsヲCLIurida

Ilydrwolの 性 質 σ94)・

VI`踟nkl,1ヒ 置匸【口仔Irム τPレ1♂isじIlur、、厂,&1くOyeロi,1L【8■ 鳳C.卜

恥S軌i;よ るW⑳!violじ ヒ(46N)の 吸 瞥 とhi皿elit

Euhange[割 する麟 姻 の脚(832)・

粗rin倫C..、 ヤ.、(L¥}2.被 雛 せ るCal二 よ るH撃 の吸

着.(8{5)・,

J.C瓦em.Phys.2(1839)・

曇B㎜ .A・ti.,種kの ア ム 昌 モ ア 観 媒 の ア ル カ リ原 子

放 禺(116),

AddinkN.W,1.1.xl:idcal.,:.K..長 鎮 脂 肪 酸 の 一 分

子 避 の 昇 面 覓 歴(144)l

d,Phye。Che皿,声8(]939)・

SolthulfLat.&Stegcer、 、.A・ ・ ア ム モ 暑 ア及'ア 亠 モ

ニ ウ ム鹽 頬 の 存 韋 に 於 け る佳 土 ゲル に よ る水 酸 化 ア

.ルヵ リの 吸 管(2da)・

触句 ㏄J.N・SF.versoleJ・F.,活 性 選 に.‡る 或 種 の

dichlorohyd…arbons蒸 氣 め吸 着(認3).

AshbyW.,或 鯛 順 るP・ の變 化 ≒其 に よ る鹽 化

金 の 分 散 と.の關 係1.こ就 て(4皇7)・

1:ultA・a'r.nl・&s卿 ・・、'・A・(i〕 ア ム モ ー ア性 媒

質 よ り硅 土Yroに よ るC講 及dlの 吸 着(47昌)・

liartcllF.T:・SJcn・i6rsIL1'.,高 尚 こ親 水的 な固 體1二

對 す る液 忖豊の 帖 着 張 力 〔A〕 、淀晶.lit=4}1;る 液 體 の

揚 合({95)二

Itnr正ellド.1£.龍¥Valh卩"丿r..C.W.,.帖 著 張 .丿jの研 究 に

よつ て 明 か に され 广:硫ア ンチ モ ン籏 の 表 面 の 性 質 の

變fヒ(6〔[3)...

区・uata・Bei)t.,..39(1934).

ISolam'Lk..ド ンナ ンの'fslと 其 化學 的 生理 學 的 及

工 業 的 操 作へ の感 用(139)・

SmnecM・u・KnOPi.,植 物 體 膠 質 に 就 τの 研 究 の

〔∬XIY〕.is・ ・ilex・zani溶 解 状 態(269)・

UmslAttcrl.L・ 帖稠 系 の歌 態 變 化 〔、1〕 ア ス フ ア.ル ト

の 粘 度{ひ温 年廷に よる影 響(264)・

KoUoi己 。Z.,66(1934),

Kn畆 し馳1!・ピ濾 光 器 と して 應 用 す るruを 特 に顧 慮 した

色 調 分 散 二携 系.('lu7)・

r・1:ronskiG・1・ ロ・F螺塾Q質・frLS・ ・ オ 散 系 の 機 抹的 性

質 〔奩〕 粉 織 分散 饐 の 歪 埣 にゑ ぽ す娠動 の 彰 響 に

就 て(270)・

Achmat吐 ・7A・ 液 脆 ゆ 昇 面 彊 力 の 一 測 定 方 淘;薦 て

(``?6ti`)・

.1
,ipelzDf.,1:chbindcrI㌧u.Ri3黒 も血la.MりIienclxnngsiso-

thermと 蘭 蜘 蜘 ・唖 め 問 の・卜欄 係 覗 齦

象 と浮 潺撰 籔 の 掬理 化畢 に就 て 〔V〕(273'・

Lottermo峰erんu・R'intei.ic,高 敏 脂 紡 酸 の 鹽 蟻 友他

の 二 三 の乳 化 鯖 め 界 面 活 性 に就 τ の 研究(2.c)・

一(丈 献 集)』三
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交 献 .集 2δ～
lirauscA・L黜 ・Kapr巳anc轟ykK,.膠 質 的 に.分散 され た氣

餓 に就 τ..〔.匪〕膠 質 空 氣 粒 チ の 大 きさ の決 定(2d8)?

Wolkowa・Z:W闘 畦 酸 ゲ ル 巾 に於 け る瀰 敞 .¢92)・

/anek・ 、.u・Schmid'ヒA.・ 混 合 に よ る或 分 散 塊 よn他

の 分散 媒 ぺの 分 散 相 の移 行 〔蓋〕.(2職).

Rabininonん,.水 酸 化 鐵 ゾ丿レの 結 晶 生成 の 加 熱 に よ る

影 響 に就 て(303).

PauiiW・u・Va旦koE・,膠 質 の電 無 牝墨 に 就 て(:し12).

Bala1邯D・ 表 面變 化 の結 戯 内Aaへ の移 行(31i).

†。f㎝)..fiに あ る麟 系 よ りの欄 抽 黼 の鮗

的 丑 實 驗 的 研究(322).

召㏄h】10ld}軍・1酵母 力じ生 物 照 力》?(:3?9).

PavelAar'.u.F{eisonrF.,レ ー キ顔 料 生成 の 際 の膠 質

化 學 的 遏 稚 に就 τ(340)・

FixligerW・ ・温 度 及Schヒrge5c』wlΩdigkelヒ の ア λ プア

ル ト齷 青及 ター ル の 粘度 に 及 ほ1す彰 響(3訓)・

Ko1Loid-Z・,67(置934)・

S7edbe【g「 【∵ ミ皇心 力場 に.於げ る分 子 量 解 祈(.,・

RminP・u・Ramm宦er .E・r睛1李 論 的見 地 よ ら見 た る磨

碎 物 の 粒 子分 布(16>

Schultzcli.,卩 昇 遖i翫}聖主物 質 の 詑≧度測 定 の 一=方法(zc)・

Po40」rskiG・L凵 ・SaiceLuhtuhikos鼠1・,土 撰 粒 子

の接 鯛 部 分 の顯 徽 寫眞 的 研 究(謁)・

瓦蹴illF・ ・活 性 炭 の 活性 度 と固 着能 力 との 闘.係Ll就 て

(97).

[ljatx・hk。w・ky1,・J.u:Linnnskaja¥V.A・ ・ 蛋 白.質の

膠 質 化 學 的 研 究 〔1〕(逢1).

W沁gdE・,馬 鈴 鰹澱 粉 の 熱 棚 化迺 程 並 に 其際 生 戒 す る

膠 質 系 の 電 解 質 に對 す る鋭敏 性 に就 て(47).

FatelliG"生 終7イ プ ロ イ ンに就 て の 研 究(む5)・

Lal:hal:i¥L.P・U・M脈hurlミ ・r・・ リー ゼ ガ ング輻「ノk威

の際 の規 則 性(う9).

LedererE・L・ ・層駿 透 電 體 持 に膠 質 系 の 幾 留 電 壓(6;り.

BecLholdH..酵 母か 生 物 膿 か?(as).

itelendyL・ 」」`資 化色 素 め謬 質 化 學 的性 賞 に 競 て(79) .

liunnikuffr..1,,u。GulinowaL.。 水 硬.攜合 劑 の 反 懸 に

於 け る.然套 生(88).

K岨oユpb.H・,.陶 墨製 雋 壁 の 電 氣 羝 撓 に就 τ(93).

Phll.ffiflg..NC6)(1934)

M・」・innc・A・ 電 子.廻 折 に 上る 有磯 物 の.薄 膜 の 研 窄.

(20】).

1're5點{mG」n・ ・Ni表 面 の 酸 化膜 の 構 燈({56)

PilyB.ReV.,45(1934).

Nn量 ¢15ky.L.&りppεohci皿er∫.R,、 膠 胱 単 一 紹 晶 の 生

成 に 就 て(282),

CopleyM」J・&1'hippeT・E・ ・ 、、「上 に 於 け るKのr

面 電 離{堀).

Phgeik,,Z。55(旦939)・

vI川linrviesli.置1・linnllM・ ・電 子 及 び 竃 子 に よ る 焚 光 .

に ょ る 寫 眞 乾 糎 の 感 光(297)`

Rec.Trav.,53(1934).

FiuchnerE.11。.離 綾 顛 列 に於 け る定 量的 闕 係 〔1〕 序

:a(288)-.'

BruinsG¥1・ ・ 離 液 嚇 」に於 け .碇 黛 的 關 係 〔D懸

液 數 と其 の 貌 明(292)・

vanIlalfxn∫ ・&WibaUtJ・r ..1[CIと(至 耳望の 反 鷹 に

於 け る 雕 及 氣 體llgCl・ の 活性 度 の}瞰(X80)・

SOW.Phye.,5(1834)

91urgu且isN・D"灼 熱W畏 面 に於 け るNa菰 氣 の熱

電 離(221)・

K燃owG・ ・プ ラ ウ ・鋤 の理'
u`蓮 度 の分 布 に就 て

ぐC'.81).

Trans.Farad.Soc.,30(1934)

G剛hR・ ・CCI汲llGNの 存 在 唹 て活 性 炭 に依

るco.の 吸 慧(2釦)・.'

UeuiN・N・SD鰤 τA:K・ ・蔭 質 研 究 に於 け る透 析 の

jR要 性.〔1〕 謬 状 フki酸化'fh(28u).

G「iOithsL.11・CN・ ・leS..M磁 融 畩 礫 鰤 吸

攻 〔1〕 澱 度 の 影響(271).

町 【〔・War4J・ ・ 活 性 化 吸 着 とPAILder、Vaak
.吸 着 との

閹 係.(378)・.・

H跏 膿 鎚 ・F・(QHい 二働C財 れ の麟 に

於 げ る籃 類 の 影響(2卯)・

wJnw6sL ,金 艢 表 面上 に於 け る脂 肪 酸 め一 分 子暦 の

界 面 電 壓 に就 τ(soa).

HnnngeLJ」 ・ 吸 著 に園 す る疏 究CIG〕 禾 炭 上 に 於 げ

る燕 氣 の 等 温 曲 線.の 形 状 友.ヒ ス テ レ.シス との 闘 係

{;}17).

o

一(夊 献
.a:)一

口 、 ・.:Y:
、
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一

.'k'reundlichti
。&JuliusawryetF」 ・SolnhoCen産w.の 紛

乗 石盤 の 可塑 性 及 護 懸 濁 液 の恒 温 の ゾル ー ゲ ル變 化

の 模樣.(333).

fio6…65UpC.&.BlomllC・A・ ・ サ ル バ ル酸 溶 液 の 膠 質

化 學=.粘 度 及 博導 度測 定(339)・

'1'
roNtadL。&Tinr6noann(:.w・ ・確 酸 産 ク ロー 亠酸 内

に 於 け る鐵 及鑚鐵 の不 働 性 に關 す る二 三 の 光學 的 觀

察.(349)・

't'roastyl,
..&--dverstad'且 ㌔,硝 酸,ク ロ ーム酸 及 硫

酸 内 に於 け る.,上 の 保 護 膜 に開 す る二三 の 光 學 的

蹴 察(sas)・

1fame.inJ。.;&Nealc$..n十,.繊 維 素 に 依 る.染料 の 吸 收

〔膃〕llenzopurpurine41tの 吸 收i=fitす るtikeIllue

ドFの 比 較(:螂>

Gri而dL5L.U,&NcaleS.AL,繊 維 素 に 依 る染 料 の 吸

取 〔N)1)isvnlxnzidin雕 の 種 々の 染 料 の 吸 牧 と分

子構 逍 との 關 廉(295)・

IlenstncAH,,尿 酸ljrル の 橋 蓮(90:1)・

Z.anorg.Chem.,417(1934)

Tammann.G.o..BoellmβW.,壁 火温 度 に對 す る金 麗

粒 子 の 大 さの影 饗(蛎)・

.1)闡belLL..ゾ ルー ゲル轄 移 の動 力學 〔1〕 無 機 ゼ リ

の凝 固 に 對 す る ゾル瀘 度 疎 ぴ 温 度の 彰 響(ｰR4)・

Z.Elektrochem,,40(is34).

MmIerw・J・ ・不 働 現 象 の理 論 〔洫 〕 被 覆 娩 を根 抵 と

す る 不働 現 象 め盤 系 化(117)・

Z,Phyaik.,88C1934).

Kus..mｫ一.乢G*【 輝 夏.,陰 極 虜 壞 に よつ てノk成す る

Ni.膜 の 構 泄 と氣 體 含 有 量 に就 τ 〈778)・

}LeithRり 氣 健 の ブ ラ ウ ン迷 動 に對 す るSald氏 の 論

文 に就 で(8ゆ ・

2..Physik,Chem・ 〔ム〕,.168(1839)・

讐K.1訂,:.Yチ レ.ン・Yタ ン及 び 永 素 の 吸 著 とxチ レ

ン水 業添 加 との 關 係 に 就 て(.MI5`)・

Z.Physik,Chem.CB),25C1934).

}kierJ・H・d¢u・CustenJ・r.u.,吸 管 の 力 の 性 質 に

競 て.(285)・

恥 』・J.T{..do・.CastersJ.F.iL。 吸 皆 さ オ疏P・

¥ilmpUenolの 光 吸 收 曲 線 と そ の 分 析(:38),

itヒ 學IU丿 丿 學

Ber、Dt8。h.Chem、Ge町67(且939)・

Palo皿 鋤M,】1.ロ.翫10融nA.,.ア 聖 タ ール 加 水分 解 癌

度 のs一 テ ル様 式 決 定(424).齟

.¥lderR.u.SteinG..環 状 炭 化 水 素 の 甫 合 に就 τ 〔、1〕

Cgelopentadienの ヱ ネ ル ギ ー容 志 弧 力試 に 對 す る

一 知 見(613).

」。Chom`soy,,(1934.)・

13atemannJ・1f.iAllmandA・ 」・・x.とu.と の 光

化 學 的 縞 台・ 〔匿〕 黛 子 生成 攀1二 對 す る.波 昆 の 影 響,

散 光 に よ る 買 験.(1δ ア)・.

AlelvillcII.W.&hoxburgL11.L.,W及.¥[aの 存 在

に 於 け るtart,の 酸 化(264)・

ItholenJ・E・w・ ・r¥CCI・ximcの 加 丿k分 解.〔3甥)。

s.ム 皿.Chem.Soc.豊56(置834)9

0ggJr・R・A・ 氣1YdPk化 ア ル 午 ル とlHの 熱 反 慮 の 動

力 畢(526).

1'erhockF.H.,各 種 溶 媒1二 於 け る3ク 卩 ・離 酸 鹽 の

分 解 の 動 力 攣(s7t)・

RollefsonG,K...CUCI,と1.IC[め 生 戌 の 帽 互 開 係

(57s).

UcRighlI:.E.,11.SChl;よ る マ レ ィ ン 酸 の 分 解

(618)・

Ilolmn}LH.&D轟n坦5F.,窯 素 酸 化 光 の 光 分 解;

N205,N望 〔}4・a.M》2(β3嵶 り・

暑Kis琶ia驫 【,ws調{yG .H.sSmithW.R.,Cia-Trarv.の 無

的 異 性 襲 化 の 動 力 學 〔■〕(638)・.

賢lcho15M,L凾&WillitsG,0.、 ネ 辱 レ ル 溶 液 の 反 應

(769)・

McCleoryR.L.民PemelinsW.C,,}ξ".の テ ル 、化

物,ゼ レ ン 化 物,硫 化 物 の 液 臓 冥II3に 於 け る 酸 棄

に よ る 酸 化(803),

C6apman.,.1㌔LY;la溶 液1二 於 け るcaicyのC1増

感 光 化 學 的 酸 化(SIS)..

1IammettL.1、&1'anIa!.A・,酸 眉 媒 反 唖匡5重藍度 と.酸 性

度 函 数.ri,間 の 開 傑(830)・

脅Li曲015t筝 】へ&11・dge51・H・ ・ 低 壓 に 於 げ る}{2{.㌧

の 熱 分 解(836).

NitholsM.LりAg鯤 のNIL_Ell【1ら よ る.遯元(8翠)・

」.Chemφ, .Phye.,2(董939)・

一(文 .献 集)一
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㎝nC・C・ 起G。dd邸A・L・ 、 商壓 に於 け る褄 雑 分 予

の分 解.(47>

K鮴seiL・S・ ・高壓 に 於 け る一 分 モ 分解(106)・

UxeyH,C・ ・DIの 熱 分解(106)・

」;しm儡T.n.。.寫 眞潜 像 の 量 子 拍(1.3?).

RL川e「「om'`.:・K・ 水 素 同位 元 素 の 鹽 素 に對 す る活 性 度

の 比 較 〔卜回)・

Rich諏r【』w.幽1、 忙ReidJ.A・.音 響 墨 的 研 究 〔盥〕C.〔⊃3.

c:.及SO.の 振 動=7ル ギ ーの 勵 起 速 度(P3)・

r,.・h鷓W・'r・RFciJJ・^・ ・音響 學 的 研 究 〔{V〕 漏

テ レ.ンの 低 振動 状 態 の鰤 起 作 用 に於 げ る 種 ゐの 分'r

の 衝 突 能 率 並 に水 素 の 廻 韓 工 車 ル ギ ーの勵 起 に閑 †

る 三三 の觀 察(zos)・

K■■nヒroτa91■.龍xmkin、,,●

分 解 の 確 牽 の計 算(21り.

Trans.Farad.Soc.,30(isa4).

7.ieglerK・ ・ 三 價 の 炭 素 に開 す る基 の化 學(10)9

C田desH, .&SchenkP・W,・SOに 就 て(31)・

SleinerW・,幕 と しτ の 酸 業 分 子(説)・

1filckclE.,有 機 化 學 に於 け る遊 離 基 の 理 治(釦)・

營Goade囎C ・r..三R,!F系 の 位 置 の エ ネル ギ ーの 三 大

元 模 型(60).

Lennanl-Junes∫ ・E・,二 三 の 簡YetTy.る聽 の 電7構 這及

反 應(70).

T【ae・ersM・¥V..,相 跨 原 子頂 的 結合 の 性 質 に開 す る新

しい 見 解 に就 て及 遊 離基 の 生 成(ion)・

fiortishx・G・"㍉ 二 三 の遊 離 基 の第 一 次 光 死 學 的r{;

,h(10:り 。

繊 三肝aFの 自糊 」・・… ・」・・ 晒 …itu61?.,錙 臨 及黻 の光化

J。Phy8.Che血 賜,38(】934)・

民il叫 ・IckTI.CR・ 曲 亀・nJ・1.【・.at,の 酸 へ の 溶 脇 虫

度(?G9).

Shi印酣C.1.L&Lindti.c..P線 放 射 の 下 に 於 け る

水 紫 と酸 紫 との 結 合速 魔 の 澁 度 係數 〔魁7)・

lrtvlalc「1㌦&MartinL.、 、㌦`)・.コ く斯 晃髪沃fヒ エ チ レ ン

の 熱 分解(31i5')・

f.irinGstonR・&ShiDcitc・H・,高 温 に 於 け る ア セ チ

レ ンの 光 化學 的 重 合 に俵 る ベ ンゼ ンの 生成(iii).

M…lasN・A・ ・ 自働 酸 化反 懸 の研 究 〔iO〕r1働 酸 化 の

Datice又 星土Coordin亂 重iρ血 遒 酸 化 物 説(411)r

titepphensI・1.N.,自 働酸 化 の研%Y〔1『 〕 酸 素 附 加 の機

構(419)・

SallepD・ 」・・遒 酸 化7k素 を墳 感 瑠 とせ るMan血i!olと

酸 素 との 光化 學 反 慮(Sao).

tialleyD」J.,様 維 業 減 損 め 研 究 〔1.〕¥fnnnihilの 臼

働 酸 化(4〔:5').

Ph丑.皿ag.,且a〔6〕(1934)・

D"じie5W・ 。表 面 燃嶢 に俵 る針 金 の 加 熱 遠 度(233).

1'0【tLasamdiyS;,化 墨笋 反應 研 究 に 於 け る ラ マ ン效 果

(47り ・

$eeO恥a▽ ●,55(1954)・

A[enTun.A・u.Wりinの 螺 燒 に就 τ(?pg').

Sow.Phya.;S(1954).

Valinoiyskir1.F..,1:0ssichin¥¥'.S,u.'1'imAowski1¥',.

P・,氣 憾 燃 燈 蓮 度 に 對 す る 高 周 波 電 場 の 影 響
.(2量n)・

學 に就 て(120)・

Cei』K・1L旋i.lar[f'cl:P.,低 温 に於 け る水 素 及 酸 素

原 子の 縞 合反 應.(13亅).

]IaneckI'.,TLr1.1111Q8i).

Dhar瓦R..1終,の 光 分解 よ りの 水酸 墓 の 生 成 及7

才 ル ム ア ル ヂ ヒドの 生 成(142)・

NuncW・A・,炭 化水 素の 熱 分 解 及 鬟 燒 に於 け る遊 離基

(14R).

Ihiccr.0」 ・遊 魅 基 へ の 有 戡 化 合 物 の 分 解(15'1)・

RclchelzL・ ・ α1引 の黙 接 觸 分 解(rn).

Fn.xerR.G.丿 ・.遊 離 基 の研 究 に對 して 分 子線 の懸 用

の 可 能 性(13?).

」.lartelH・von.,非 常1;稀 釋 さ れ た るk斯 反 慝 に於 け

る遊 纏 の 生 成(184).

*lloml窰 門1'nlani}1・ さヒs【y聖eD9、v・(.恥・Na蒸 氣 と臭

化}チ ル及 臭 化 エ チ ル間 の 反 應 に依 る遊離 メチ ル及

エ チ ル墓 の 畢 雛(ian).

ConradR・,陽 線 管 内 に於 け るH。race,Cyxlnhexanc及

ベ ン ゼ ンの 分 解(215)・ ・

.1.larl:ios.W・D.,電 氣 放 電 に於 け る遊 離基(221).

SemencrRr..N.分 子 衝 突 に於 け る エ ネ ルギ ー移 勤 の

碗 率 の 一 決 定 法(one)・

WilleyE.・J.L..電 氣 放 電 唹 け 礎 職(Ao) .

¥¥'icla,dh.so,の 熱 一 光 解 離(6n).

iitli・αC.d・c.Mo,anP,.・ 燗 二於 け る厳 勾

配(287).

Z・enorg.Cbem.,2葦7 ,(1939)・

nuwgc;・1㍉ 活 性 酸 化 物.〔LXXIIり 固相 反 慝 の 経 過

のr知 見(.,).

b

一(來 献 集)一

・一 .



ブ1

・

,

物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.1(1934))

n_g
・.女' 献丶)M一(〃

知1'匸czynsl:i'.K・・1・1'i・…h繭'1∵ 呶 ・;11唖 酸1:

溶 解 す る際 の撚 及 活性 化(898) .
曇KissA ..抽 ・VassP.・ イ 物 反朧 度1・及 ぼ す醸

の 彰 響(305).

Z,Elektrochem.,40(1934).

M逶lle・R・ ・^1・1ハ 及 びC・ 並 び に そ れ らの ア
マ ル ガ

ムの 鹽 唾 へ の 溶 解 速 度
.(i"Lfi,.

ScLmi$tf・ ・ 水又 は稀 醜 こよる か 肩 ドの 頒i=就

て(170).・.

¥ISIIe「 臥 ・・ltarclunannll・ ド酸 素 及 び 酸 の 金 屬 へ の 同

時 的 作 用 に よ るu.`P聖 の生 底(188).

T㎎ 田(:.u.1.1邸 凡 ・ 繊 糠 の 反 應殘 溝 蹴 て 〔の

雛 素 の 朴 ・置椥 二於 け る ・躙 化合 物 の生 成 並び

に その 昌 ト・置換 難 の 安 定 度 との麟 に就 τ(193) .

TomnnariT・ ・ 緲 筐葉 の 反 應機 構 に就 τ 〔距〕 ニ トロ

織 縦 素 の 蛻痢 機 構 に就 τ(2n;),

Z・Phy8ik・Chom,〔B〕,25(19S4)+

SkramovskyS.,F・ ・sterR…HUttisr〔.;
.F、 、Cuasu1,.

511t【)の 製 法及 光 照射 と その 睨 水 蓮 慶 との 開係 ,(活

性 酸 化 物及 び 水 化 酸 化 物 〔LXXI〕)(1)・

El,1`1E…s・hmi・lt・BielenberguL ,.纎 糠 繊 維 の ア セ

チ ル 置換 機 構(27).
コ

Volm・r'1f・ti・B・i・kell・ ・N,Oの 分 解 の 研 究(81) .

BEckst・5m]1・L・J・ ・ ア ル デ ・ ドの 自働 酸 化 唹 け る

蓮 蹟 機 膚(99).

Bickst'b'n!『1・L・ 丿…Na
:S()a溶 液 の 自働 酸 化 の 蓮 鎮

機 構(122).

Hem}:・"・P・T・ ・yi]1・・臭 化 ぺ ・ゼ .・とN嚇 氣 との

反 感 に於 け る遊 離7二 昌 ル基 の 生 戌 に就 丁(151) .

SChvartsK.zaStei"erH. ,水 とアeン トの 水素 漂 子

の 櫓 互 置 換 に就 τ(153)。

Sehumacher}.1・J・u・WYoltTK 。・ク ロ ・フtル 亠 と鹽 素

よ ら四驩 化炭 素 の 光k學 的 生 成(16:).

IhtatF・ ・7tル ム アル デ ヒド の 光 分 解 の 初 期 反慮

(20s).

Fa「㎞L・U・Harteck1'・ ・N]13の 光 分解 の動 力 學(中

間 化 合 物NH,のtk.成)(257)・,

KoblitzW・u・SchumacherIl-J・,F!Oの 熱 分 解 .二

次 反 應 と・しτ 塑ミさ.れる一 分 子分 解 反 應.¢93);

恥mh臨H・ ・ ア セ トア 〃 ヂ ヒ.ドの 熟 分 解 に於 け る種

々の觸 媒 の彰 響(301).

集～
實驗 二方,法・ .蟹賓蓐僉裝 置,無 機f匕型,

分 析化風 金相學等 々

Ann,Phyeik,19.(1934) .

--ssche,..・ 蝋 な 傭 二 球 電 矧 ・蹴 て(484J
.

Ber・D舳 ・Chem.G㏄ .,67(1939).

SlntAA.,¥(nrtini11 ・n.tiatt・曲w ・,硼 ヒ糠 〔s匸〕

鹽.化硼 素 と1.1・ よ 胆 鵬 のSilt(::Afi).

StackA・u,5ultnlinS¥' .,砺{ヒ 水;韓 〔∬ 〕 三 臭{ヒ硼;裝

と水 素 と よ31㌔H6の 製 法 〔40i),
'ficdeE

.・ 所 粛 赤 色HCIに 就 τ(.tsa) .

K。Z鋤ko"K・A…A且 一 ・匸mWA ・1㌧,金 屬 有 機 化

働 の 駿 〔の カル 群 シル胸Yli麟 か ら

PI.有 機 化 合 物 の 合 成(s7) .

Wo脚 倒 く・1蹴 ヴ ア ナヂ ウ ・.の二三 の 鯔 蹴 て

(捌).

J.Am.Chem.Soc.,58(1934).

RurgA・v..α ・[・剛,・+rnncの 分 舳 黴 性 物 質 の 化

學 的 操 作 に 對 す る 高 麟 空 燦 作(999).

FmUinE・C・ ヒ ド ラ ゾ酸(568) .

tiazte「G・ 】'.SHalcA・IL .LC・N・ のUf.7{k…1凸

とNagCQ3の 比(61.U).

IirausC.A.&Carnet'E .5.,Geとli,と の 化 合 物=

其 の 反 .舩 誘 導 膣.LM③n囎emancの 製 法IF,Na.

Tringdrogermznider(;6j) .

P.lanchardんA・&Nindmr、LM .,Fe及Coの カ ー

ボ ニ ー ル 化 合 鋤 の 水 素 化 物 の 意 義(826) ・

Hamme吐 ヒL・1、&PaulM・A ・ 解 な る鹽 雑 指 示

薬 〔■;酸 性 度 函 數 尺 度 の 零 盤(827).

Marb籃eJ.P.,(treatYrarLakeN.W,T ,(RO3ddPitch凾

blondeか ら得 た るU-1'hの 原 子 鼓(8δ4)
.

J.Chem,Phy8.
,2(19δ の.

seamsJ."㌦,PlckebE・G・LS'・ ・dA ・」.,醜 心 機

(エ43)・

LiiigeR・T・Slen-ie・F.A.,分 子 最 測 定 に 於 け る 樺

限 氣 體 比 重 法(16i).

J.Phye.Chem.,3s(1939).

Gusgenhei・.ト1・.A・&.Schi・d[・ ・.T.D .,ス ル フ#vフ タ

レ 冖 ン指 示 藥 に 及 ぼ す 鹽 類 の 影 響(fi43)。

一(交 献集)一



物 理 化 学 の 進 歩VQI、8Na.1(1934))

丈 献 集 2n一
P1皿.Mag.,17〔6〕(19跡

Bren[an・ 」.&CotMoF.W・Scatteringに 墓 く冩 眞

的 光 度 測 定(370)・

いwenIもA・&回 淵JりAl-Zn合 金 のx親 的 研 卑

(擱)・

Sow.Phys.,5(IS34).

laassenT.w.n.Nelidl牌J・9透 明 液 罷 の 熱 傳 導 度 の

新 測 定 法(191)・

Trane.Fara己.Soc。,30(1939)・

.馳h6nbc㎎A
1遊 靉 基 の 新 し い 種 類(17)・

GomLergM.趣CnmmlhIl.R.,(C【OJ墓 に 閲 し て

(數).

1h恥ethF'.ん1化 學 合 戒 に 於 け る遊 難 メ チ ル基 及 ニ チ

ル 基 σ)仙三丿1亅(179)r

S厩kd臥1cD・ ・二 三 のCu-PEI合 金 の 抵 抗(".10)・

Z.ano19.Ghe皿.,217(1954)・

RuffO.u.RreluhneiderO.。 種 々 な 炭 素 と弗 素 との 反.

慰 生 成 物 〔匸〕 一 弗 化 炭 素(1)・

Forestilt.,シ ア ン引ヒ物 イオ ン と 四 ヂ オ'ン 酸 イ:Fン 及

び3iチ オ ン酸 イ オ ン の 反 慮 に 就 τ(認)・

EndredyA・voo,沃 棄 酸 骸 に 開 す.る 研 死 〔1〕Al…,

Cr脚,rr… の 沃 素 酸 鹽 に 就 τ(認)・

JanderG.,∫ah匸K・F・ ロ・、、「1【nnannII・ ・ 雨 性 水 化 酸

化 物,そ の 高 級 分 子 化 合 物 及 び そ の 溶 液 〔nu〕iw・

.及 びhetempnly一 パ ナ ヂ ン酸ppuτP㎜ ・及 びlu[ea・

phosphorパ ナ ヂ ン酸 鹽 置Leteropoty化 合 物 の 構 成

理 諭 及 び 構 逧 に 對 す る 問 題 の 読 明(邸)・

SpacuG。u,SpacuI'.,huppelsalzammo【uukntの 存 在

に 就 て 〔【ゴ(80).

RunO.u..MenzelW.,弗 化 酸 素O..F.とOF(呂5)・

RuffO.u.¥feoulW.、N㌦ の 熔 融 温 度(93).

聡概zG.u,¥iallinderE.、 畠 ト ロ シ ル 碼 弗 化 鞠 並 び に

弗 化 ア パ カ リ との 分 解 に就 τ(16]),

Ioer81ecF・ 匸1・L'mUacOH・ ・ チ オ 硫 酸 鹽 の 分 解 に 於 け

る 硫 酸,硫 化 水 素 の 生 戌(::)・

S"1且AluSJ」,酷 鯔 イ オ ンの 存 在 に 於 け るCrの 蟻 動

peon.

T:itlclII・w]ISttigG・r..活 性 酸 化物 〔皿 〕 酸 化 マ

ゲ ネ シ ウム と酸 雪匕ク ロム及 び 轆.化 カ ル ンウ ム と酸f七

鐵 の 混 合物 の 簿 移 の際 の磁 性 變 化(193)・

N'mlhrdmH.。 水 溶 液 に 於 け る ア ム モニ アi_3f3る

N9{オ ンの舉 動(sos)・

ticholdcrR.II.15uchR.,金 罵 水酸 化窃 の雨 懐i的翠 動

〔、i〕亞Pb酸 鹽(2】4)・

Z・mLnry.1、.v,u.Pollnl{.加 水 分解 的 沈澱 定 氏分析 め

賞 驗1直(ua)・

StockAゆ 僉 思 状 水 鍛 の氣 化」溶解 度及yr酸 化(.'41)・

'1'hidA
・乢CMhG・ ・tfi示 藥 の 系 統 的 知識 〔u〕 フェ

ノル フ タ レ ンの 不 可 逆 的 褪 色效 果(蛎4).

bfeyerJ.u.1'faffW...融 液 よ りの 結 晶析 出 に就 て(247)・

Sdicmjkinh'・M・ ・ ビ ロガ ロル と稀 土 類 との 呈 色 反應

に就'じ=ピ ロ ガ ロル と α の 反 鷹 堕 び にTh・1鴻 及

び 分 析 第 三 周 とピ ロガ ロル の反 應(273)・

Z.Elektrochem.,40(1834)

.[.favemannR ..非 常 に容 鍛 の 小aい 毛 魯 電 氣 計(〉 〉;)・

ThielA・,Sthul[zG・u,C風 にhG・ ・ 指 示 藥 の 系 統 的知

識 〔粗 〕 殆 ど一 定 量 の電 解 質 を持 つ た容 易 に遁 り得

る級 衝 冷 液(1ミ}0)・

HieLcrW.、 金 屬 カ ル ボ ニ ル 水素 に就 て;コ パ ル ト・カ

ル ボ ル 禺ル 水 素Cu(COIjtlの 生 成(163)・

G面th。rschalzeau.Kd且1'[ド ・,水 中 の電 い水 素 を濃

縮 † る實 瞼 の 失 敗(182).

Z.Phyaik,98(1934).

Sc6ulz匡a.,光 度 弧 き モ ノ クPYF一 ル(2了0). ,

Fae+slerA.,aiに よ る 化 學 分 析 の 敏 感 度(1踵2)・

AsMchlf.R.,Bac6emCh.u.1.【iede田aロnL.、 液 鷲豊に

於 け る 超a波 の 可 親 化 に 就 て(395)・

巳・phyeik・Che囮 。 〔A〕,168(1934),

j,eRlnntM・u.¥FehnerG.,酸 化 マ ン ガ ン に 封 す る 一

知 見(an)・

巳
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